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将来予測に関する事項
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• 本資料には、当社グループに関する業績その他の予想、見通し、目標、計画その他の将来に関する事項が含まれていま
す。これらの事項は、作成時点において入手可能な情報による当社の仮定、見積り、見通しその他の判断に基づくもの

であり、既知または未知のリスクおよび不確実性が内在しています。

• したがって、その後のさまざまな要因により、予想・計画・目標等が記載どおりに実現しない可能性や、実際の業績、

開発の成否・進捗その他の見通し等が記載内容と大きく異なる結果となる可能性があります。

• 医薬品（開発中のものを含む）に関する情報が含まれていますが、その内容は宣伝広告、医学的アドバイスを目的とし

ているものではありません。



2018年度第1四半期 経営成績（コアベース）

2018年度1Q決算概要

2

2017年度

1Q実績

2018年度

1Q実績

前年同期比 2018年度2Q累計 2018年度

増減額
うち為
替影響

増減率
（％）

予想
進捗率

(％)
予想

進捗率
(％)

売 上 収 益 1,162 1,159 △3 △8 △0.2 2,300 50.4 4,670 24.8

売 上 原 価 275 289 14 △9 5.2 535 54.0 1,100 26.3

売 上 総 利 益 887 870 △17 1 △1.9 1,765 49.3 3,570 24.4

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 442 478 35 △4 8.0 945 50.5 1,950 24.5

研 究 開 発 費 199 209 10 △2 5.0 410 50.9 850 24.5

その他の収益･費用（コア内） 2 0 △1 △0 △73.1 － － － －

コ ア 営 業 利 益 248 184 △63 8 △25.6 410 44.9 770 23.9

条件付対価公正価値の変動額（△:損） 71 △25 △96 △85 △190

その他の非経常項目（△ :損） △2 △1 1 △5 △50

営 業 利 益 316 158 △158 △50.0 320 49.4 530 29.8

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る
四 半 期 ( 当 期 ) 利 益 246 152 △94 △38.1 220 69.3 350 43.6

金額単位：億円

【為替レート】
2017年度1Q実績： 1$ =111.1円 1元=16.2円
2018年度1Q実績： 1$ =109.1円 1元=17.1円
2018年度予想 ： 1$ =105.0円 1元=16.5円

*1 条件付対価公正価値の変動額および減損損失等の非経常項目を除く
*2 事業譲渡損益、持分法による損益等
*3 *2を除くその他の収益・費用、減損損失等の非経常項目

*3

*2

*1



主要製品売上収益（日本セグメント）
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（注） 上記の各品目別の売上高は、仕切価ベースで記載（*トルリシティのみ薬価ベース）

金額単位：億円
2017年度
1Q実績

2018年度
1Q実績

前年同期比 2018年度2Q累計

増減額
増減率
（％）

予想
進捗率
（％）

トルリシティ * 34 52 19 55.2 108 48.6

トレリーフ 41 42 1 1.8 72 57.8

ロナセン 34 33 △0 △1.1 64 52.1

リプレガル 29 32 3 10.7 62 52.2

メトグルコ 29 26 △2 △8.3 56 47.0

アイミクス 47 45 △2 △4.6 65 69.4

シュアポスト 12 15 3 22.1 29 52.3

アムビゾーム 11 9 △2 △15.0 22 42.2

プロモーション品計 237 256 19 7.9 478 53.5

アムロジン 31 25 △6 △20.4 48 51.6

プロレナール 15 11 △4 △26.0 23 48.5

アバプロ 26 8 △18 △68.2 22 37.8

ガスモチン 14 10 △3 △22.9 21 49.8

その他 48 43 △5 △11.2 88 48.6

合計 371 353 △18 △4.8 680 51.9

トレリーフは薬価改定の影響をカバー
し増収

アバプロは2017年12月の後発品発売以
降大きく減少

トルリシティは大きく伸長

薬価改定影響額：25億円

アイミクスは2018年6月の後発品発売
の影響あり

2018年度1Q決算概要



主要製品売上収益（北米・中国セグメント）
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* ウチブロン、シーブリ、アルカプタ

2017年度

1Q実績

2018年度
1Q実績

前年
同期比
増減額

2017年度
1Q実績

2018年度
1Q実績

前年同期比 2018年度2Q累計

増減額
うち
為替差

増減率
（％）

予想
円ベース
進捗率

北米セグメント 百万ドル 億円 百万ドル 億円 ％

ラツーダ 395 402 6 439 438 △1 △8 △0.3 863 906 48.4

ブロバナ 75 75 △1 84 82 △2 △1 △2.6 156 164 49.8

アプティオム 31 43 11 35 47 12 △1 33.3 95 100 46.6

ロンハラマグネア － 3 3 － 3 3 － － 10 10 30.8

COPD治療剤
（導入3製品）*

1 1 0 1 2 0 △0 29.5 10 10 15.3

ゾペネックス 8 12 4 9 13 4 △0 45.9 17 18 73.7

その他 28 20 △8 31 22 △9 0 △30.0 37 39 56.5

合計 540 556 16 600 606 7 △11 1.1 1,188 1,247 48.6

中国セグメント 百万元 億円 百万元 億円 ％

メロペン 277 273 △4 45 47 2 2 4.0 606 100 46.7

その他 44 45 1 7 8 1 0 8.5 91 15 51.2

合計 320 318 △3 52 54 2 3 4.6 697 115 47.3

ラツーダは前年同期並
み、アプティオムは引
き続き伸長

【為替レート】
2017年度1Q実績： 1$ =111.1円 1元=16.2円
2018年度1Q実績： 1$ =109.1円 1元=17.1円

ロンハラマグネアは想
定通りの立ち上がり

2018年度1Q決算概要



セグメント別 経営成績（コアベース）

2018年度1Q決算概要
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医薬品事業
その他

連結
(コアベース)日本 北米 中国 海外その他 合計

２

０

１

８

年

度

１

Q

実

績

売上収益（外部顧客向け） 353 606 54 47 1,061 98 1,159
売上原価 136 46 11 21 213 76 289

売上総利益 218 560 43 26 848 22 870
販売費及び一般管理費 124 310 21 9 464 14 478

コアセグメント利益 94 250 23 17 384 8 392
研究開発費 206 2 209
その他収益･費用 0 0 0

コア営業利益 178 6 184

２

０

１

７

年

度

１

Q

実

績

売上収益（外部顧客向け） 371 600 52 26 1,049 113 1,162
売上原価 130 31 12 13 186 89 275

売上総利益 242 569 40 13 863 24 887
販売費及び一般管理費 123 278 17 8 426 16 442

コアセグメント利益 119 291 22 5 437 8 445
研究開発費 197 2 199
その他収益・費用 2 0 2

コア営業利益 242 5 248

増

減

額

売上収益（外部顧客向け） △18 7 2 21 12 △15 △3
販売費及び一般管理費 1 33 4 1 38 △2 35

コアセグメント利益 △25 △41 0 12 △53 1 △52
コア営業利益 △64 0 △63

金額単位：億円

日本セグメントは
薬価改定の影響が
大きく、減益

北米セグメントは
新製品販売費用等
の増加で減益

海外その他セグメ
ントは東南アジア
向け中心にメロペ
ン増収により増益



 イフェクサー（新規提携品）
2018年4月1日 ファイザー株式会社とのコ・プロモーション活動を開始

 トレリーフ
2018年7月2日 世界で初めてレビー小体型認知症に伴うパーキンソニズムの効能取得

 ロナセン（テープ製剤）

2018年7月31日 統合失調症を対象に申請、2019年度の上市目標

（経口剤と比較したときのテープ製剤のメリット）

・1日1回の投与で24時間安定した血中濃度を維持できるため良好な有効性・安全性が期待できる
・投薬中であることを視認できる
・食事の影響を受けにくい
・食生活が不規則な患者さんや経口服薬が困難（嚥下困難等）な患者さんへも投与可能

Japan Business Unit（国内の精神神経領域について）①

製品ラインアップの強化

Shared Decision Making（患者さんと医療者等が共同で治療方針の意思決定を
行うこと）の推進および服薬アドヒアランスの向上に寄与することが期待できる

承認されれば
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2018年度の取り組み



2019年度 同時申請予定
2020年度 上市予定

MRの営業力強化研修（営業本部）
MR強化プログラム「MRキャンプ」実施

 ルラシドン
〈国内の開発状況〉

統合失調症 フェーズ3試験実施中
双極Ⅰ型障害うつ フェーズ3試験終了
双極性障害メンテナンス フェーズ3試験終了

2018年度は、上記に加えて、レベル別研修、リアルドクター研修を実施予定

◎今後上市予定のロナセンのテープ製剤、ルラシドンを含めて、
数年後には精神科領域として500億円を目指す

◎日本事業全体（糖尿病・がんなどを含む）で早期に2,000億円の売上を目指す

2017年度は、プレゼンテーション、筆記試験、ロールプ
レイ、口頭試問など多岐にわたるカリキュラムを実施

精神神経領域専任MR

（約300人）対象
・・・・

導入・提携の推進
 精神神経領域に加え、糖尿病領域も対象

Japan Business Unit（国内の精神神経領域について）②
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2018年度の取り組み



• 治験開始時期：2018年8月1日
• 実施予定人数：7人
• 観察期間：移植後2年間（1人の患者さんの観察期間）

 当社は医師主導治験の結果を基に事業化を進める予定

• 生理条件に近いドパミン供給が可能になることを期待
• 先駆け審査指定制度の指定品目
• 上市目標：2022年度

 京都大学医学部附属病院および京都大学iPS細胞研究所（CiRA）が医師主導治験開始を発表
（2018年7月30日）
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研究開発

iPS細胞を用いたパーキンソン病治療に関する医師主導治験の開始



再生・細胞医薬分野事業化計画（2018年8月1日現在）

研究開発
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予定適応症等 連携先 予定地域 細胞種 臨床研究 臨床試験（治験）

慢性期脳梗塞
（SB623）

サンバイオ 北米
他家

間葉系幹細胞

加齢黄斑変性
ヘリオス

理化学研究所
国内

他家
iPS細胞由来
網膜色素上皮

開始に向けて
準備中

パーキンソン病
（先駆け審査指定制度対象）

京都大学iPS

細胞研究所
（CiRA）

Global

他家
iPS細胞由来
ドパミン神経
前駆細胞

網膜色素変性 理化学研究所 Global

他家
iPS細胞由来
視細胞

開始に向けて
準備中

脊髄損傷
慶應義塾大学

大阪医療センター
Global

他家
iPS細胞由来
神経前駆細胞

開始に向けて
準備中

*1 上市目標は連携先との合意ではない当社の目標
*2 フェーズ3試験を予定しているが、フェーズ2b試験結果によって迅速承認申請を狙う

実施中

実施中
*2

2022年度

上市目標

*1

（フェーズ2b試験）

医師主導治験開始
（2018年8月1日：日本）



参考資料
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2018年度 業績予想（コアベース）

参考資料（2018年度業績予想）
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金額単位：億円

【為替レート】
2018年度1Q実績： 1$ =109.1円 1元=17.1円
2018年度予想： 1$ =105.0円 1元=16.5円

業績予想は変更なし

売上収益、経費とも
ほぼ計画通りに進捗

条件付対価公正価値の変動額：
alvocidibの申請時期見直しにより、
減少（益）方向となるが、業績予
想を変更するほどのインパクトは
見込まず

2018年度

第1四半期
実績

2018年度

予想

進捗率

（％）

売 上 収 益 1,159 4,670 24.8

売 上 原 価 289 1,100 26.3

売 上 総 利 益 870 3,570 24.4

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 478 1,950 24.5

研 究 開 発 費 209 850 24.5

その他の収益 ･費用（コア内） 0 － －

コ ア 営 業 利 益 184 770 23.9

条件付対価公正価値の変動額（△ :損） △25 △190

その他の非経常項目 （ △ : 損 ） △1 △50

営 業 利 益 158 530 29.8

親 会 社 の 所 有 者 に 帰 属 す る
当 期 ( 四 半 期 ) 利 益 152 350 43.7



2018年度の取り組み 研究開発の進捗状況
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品目 予定適応症 地域 2018年度目標 2018年8月7日時点の状況

精神神経
領域

トレリーフ
レビー小体型認知症（DLB）に
伴うパーキンソニズム

日本 承認 2018年7月承認取得

dasotraline

注意欠如・多動症（ADHD） 米国 承認・上市 申請中

過食性障害（BED） 米国 申請
フェーズ3試験の

トップライン結果入手

アポモルヒネ
（APL-130277）

パーキンソン病に伴うオフ症状 米国 承認・上市

審査終了目標
2019年1月29日
上市予定変更

2018年度⇒2019年度1Q

ロナセン （新剤型：テープ）統合失調症 日本 申請 2018年7月申請

再生・細胞
医薬分野

SB623 慢性期脳梗塞 米国
2019年前半にフェーズ2b

試験結果判明
フェーズ2b試験実施中

他家iPS細胞
由来医薬品

加齢黄斑変性 日本 治験開始（企業治験） 治験開始に向けて準備中

他家iPS細胞
由来医薬品

パーキンソン病 日本 治験開始（医師主導） 2018年8月医師主導治験開始

がん領域
alvocidib

急性骨髄性白血病（AML）
（再発・難治性患者対象）

米国 迅速申請
申請目標変更

2018年度⇒2019年度

ナパブカシン 結腸直腸がん、膵がん 米国・日本 フェーズ3試験の推進 フェーズ3試験実施中

※2018年7月27日以降の変更部分は赤字で示しています

参考資料（研究開発）



主な開発品目一覧（2018年8月1日現在）

地域 フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3 申請

国内

米国

ロナセン
（統合失調症／テープ製剤）

ルラシドン
（統合失調症／双極Ⅰ型障害うつ／

双極性障害メンテナンス）

チオテパ
（小児固形がんにおける自家
造血幹細胞移植の前治療）

ナパブカシン
（結腸直腸がん／膵がん）

dasotraline
（BED）

imeglimin
（2型糖尿病）

DSP-7888
（固形がん／血液がん）

SB623
（慢性期脳梗塞）

DSP-6952
（便秘型IBS／慢性便秘）

：精神神経領域 ：がん領域 ：その他の領域：再生・細胞医薬分野

dasotraline
（ADHD）

alvocidib
（AML）

SEP-363856
（統合失調症）

DSP-2230
（神経障害性疼痛）

EPI-589
（筋萎縮性側索硬化症）

DSP-0509
（固形がん）

DSP-6745
（パーキンソン病に伴う精神病症状）

SEP-378608
（双極性障害）

DSP-3905
（神経障害性疼痛）

DSP-2230
（神経障害性疼痛）

alvocidib
（AML／MDS ）

TP-0903
（固形がん／血液がん）

TP-0184
（固形がん）

amcasertib
（固形がん）

DSP-7888
（固形がん／血液がん）

amcasertib
（固形がん）

アポモルヒネ
（パーキンソン病に伴うオフ症状）

dasotraline
（ADHD）

ナパブカシン
（結腸直腸がん／膵がん）

EPI-589
（パーキンソン病／ALS）

SEP-363856
（統合失調症／パーキンソン病に

伴う精神病症状）

alvocidib
（再発・難治性AML）

※2018年5月以降の変更部分は赤字で示しています

SEP-4199
（双極Ⅰ型障害うつ）

EPI-743
（リー脳症）
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DSP-0337
（固形がん）

SEP-4199
（双極Ⅰ型障害うつ）

参考資料（研究開発）



製品上市目標（2018年8月1日現在）

参考資料（研究開発）

地域 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

国内

米国

トレリーフ
（レビー小体型認知症に
伴うパーキンソニズム）

ロナセン
（統合失調症／テープ製剤）

ルラシドン
（統合失調症／

双極Ⅰ型障害うつ／
双極性障害メンテナンス）

チオテパ
（小児固形がんにおける自家
造血幹細胞移植の前治療）

ナパブカシン
（結腸直腸がん／膵がん）

dasotraline
（ADHD）

アポモルヒネ
（パーキンソン病に伴う

オフ症状）

dasotraline
（BED）

alvocidib
（AML）

imeglimin
（2型糖尿病）

DSP-7888
（固形がん／血液がん）

SB623
（慢性期脳梗塞）

ナパブカシン
（結腸直腸がん／膵がん）

DSP-7888
（固形がん／血液がん）

DSP-6952
（便秘型IBS／慢性便秘）

ピーク時：グローバル売上が500億円規模または
それ以上を期待する品目（最初の上市に記載）

他家iPS細胞由来細胞医薬
（加齢黄斑変性）

他家iPS細胞由来細胞医薬
（パーキンソン病）

*2

*2 連携先との合意ではない当社の目標

*1 迅速承認制度活用を前提
（今後、FDAと協議予定）

*1

*2

*2

*1

：精神神経領域 ：がん領域

：その他の領域：再生・細胞医薬分野

*1
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